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資料１

１．過去の景気回復局面との比較

　　 ―――
とりわけ個人の所得の回復ペースが緩慢

	[image: image2.emf]90

110

130

150

170

190

210

230

250

270

290

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19

いざなぎ景気

平成景気

今回

(景気の谷=100)

(四半期)

実質企業収益

[image: image3.emf]90

100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

200

210

220

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19

いざなぎ景気

平成景気

今回

(景気の谷=100)

(四半期)

実質雇用者所得



	

	

	（注)景気の谷はいざなぎ景気：65/4Q、平成景気：86/4Q、今回：02/1Q
 実質企業収益＝経常利益／ＧＤＰデフレーター
(資料)内閣府「国民経済計算」、財務省「法人企業統計季報」




　２．米国の金利、イールドカーブ

　　・Merrill LynchがＮＹ連銀のイールドカーブモデルに基づいて計算しているリセッションの可能性は51％（06/11/1付け同社顧客向けレポート資料２参照）

　　・尚、各年限の利回り(11/3時点)は以下の通り

　　 ―――
3ヶ月5.00％、2年4.816％、10年4.715％

　　 ―――
3日発表の雇用統計が予想以上に堅調であったことから、金利は足許上昇

　　 ―――
因みにＦＦ金利先物では来年半ばまでに25bp程度の利下げを織り込んでいる状況

　３．有効求人倍率

　　・10/31発表の9月の有効求人倍率（全国の公共職業安定所に申し込まれている求職者数に対する求人数の割合）は1.08（前月と変わらず）。上位3県と下位3県は以下の通り
　　 ―――
上位3県では①愛知県1.89（前月差▲0.04）、②東京都1.58（同▲0.04)、③三重県1.41（同▲0.01）

　　 ―――
下位 3県では①青森県0.42(同±0）、②高知県0.45(同▲0.03）、③沖縄県  0.49（同▲0.01）

　４．国際金融センターの市場シェア

　　・主要ビジネスでの市場シェアは以下の通り

	
	英国
	米国
	日本

	クロスボーダー銀行貸出
	20%
	9%
	8%

	外国株式取引
	40%
	34%
	-

	外国為替売買
	32%
	18%
	8%

	ＯＴＣデリバティブ取引
	43%
	24%
	3%

	海上保険　保険料収入
	20%
	11%
	12%

	国際債流通市場
	70%
	-
	-

	ヘッジファンド資産
	21%
	66%
	2%


(資料)IFSL、The Economist
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資料２
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石原宏高








PAGE  
1

